別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：土木費　項：都市計画費　目：都市計画総務費
	事業名:屋外広告物規制推進費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　都市建築部　都市政策課　地域計画係　電話番号：058-272-1111（内3756）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11654@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：924千円（前年度予算額：624千円）

	要求内容


	１　要求の内容


　良好な広告景観の創出のため、屋外広告物に対する県民の意識を高めるとともに、岐阜県屋外広告物条例等の屋外広告業者への普及啓発を図ることを目的とする。

（１）屋外広告物規制推進費
　　①県下一斉簡易除却、街頭啓発・是正指導
・屋外広告物法に基づき、違法なはり紙、はり札等、広告旗及び立看板等の簡易除却を実施する。
・屋外広告物の規制についてわかりやすく記載したチラシを県民に配布し、屋外広告物規制に対しての意識高揚を図る。商店街において店頭に置かれた違反広告物に対する是正指導等を行う。
　　②屋外広告業登録事務、屋外広告物に係る指導事務
・屋外広告業の登録、更新、登録内容の変更等の事務を行う。

・屋外広告物の許可、簡易除却等の市町村移譲事務について、市町村に対し事務指導を行うほか、市町村間や他自治体間等との連絡調整を行う。
（２）屋外広告物講習会費
・屋外広告物講習会は岐阜県屋外広告物条例に基づき開催するもので、屋外広告物の表示等に関する業務に従事する方又は従事しようとする方を対象に、広告物の表示及び広告物を掲出する物件の設置に関し、必要な知識の習得を目的に開催するもの。
・岐阜市（中核市）と交互に実施しており、平成２５年度は岐阜県が開催する。 
【内　容】

　・関連法令に関する課程　・表示方法に関する課程　・施工に関する課程
【委託先】

 岐阜県広告美術業協同組合（県条例施行規則規定）
	２　所要経費


（１）屋外広告物規制普及啓発費　609千円
（２）屋外広告物講習会費　315千円
	２月１日時点の査定額の考え方


歳入（屋外広告業登録手数料）の状況を踏まえ、所要額を計上します。
	決定額の考え方


歳入（屋外広告業登録手数料）の状況を踏まえ、所要額を計上します。

	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度

予算額
	624
	0
	0
	624
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	924
	0
	0
	924
	0
	0
	0
	0
	0

	２月1日時点
査定額
	698
	0
	0
	698
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	698
	0
	0
	698
	0
	0
	0
	0
	0


事業評価調書
	□  新規要求事業

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
良好な広告景観の創出のため、屋外広告物に対する県民の意識を高めるとともに、岐阜県屋外広告物条例等の屋外広告業者への普及啓発を図る


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H　）
	（H　）
	　
（H　）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	普及啓発事業であるため、数値目標は設定できない。



（平成24年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）「屋外広告物適正化旬間」における県下一斉簡易除却、街頭啓発、是正指導
9月１日から１０日までの屋外広告物適正化旬間において、県内各地で実施

（２）屋外広告物講習会の実施（※岐阜市と隔年開催　平成２４年度は岐阜市開催）
　・平成２４年９月２１日（金）ハートフルスクエアーＧにおいて開催

（受講者数５２名）


（平成24年度の成果）

	・平成24年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
「屋外広告物適正化旬間」の取組について、市町村職員、景観形成推進員、地元ボランティア等が協力し、屋外広告物に対する意識を高める活動ができた。

屋外広告物講習会修了者は屋外広告業の登録にあたり設置が義務付けられている業務主任者の要件の一つであることから、講習会を通じて専門家を養成することで屋外広告業者の能力向上を図ることができた。


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	屋外広告物は街の景観を構成する重要な要素であり、屋外広告物に対する意識向上及び屋外広告業者の能力向上を図る事業の必要性は非常に高い。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	講習会に関して、毎年５０人前後の修了者がおり、毎年一定数の専門家を養成できているため、事業の効果が表れている。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	市町村と協力して実施することで効率的かつ効果的な活動を実施している。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
屋外広告物の適正化には県民一人ひとりの意識向上が重要であるため、該当啓発活動や地デジのデータ放送を利用してＰＲを実施しているが、全国的にも屋外広告物に関しての認知度は低く、さらなる認知度向上を図る必要がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

屋外広告物がなくなることはなく、昨今、都市景観に対する意識の高まりもあることから、今後も継続的に県民への啓発活動及び屋外広告業者に対する指導を実施していく。




